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要旨 
本研究は明治期から昭和期の文部省検定済家事教科書に見られる記述を通して、一般家庭における

台所の変遷を考察することを目的とし、特に本稿では流しの高さの変遷に着眼した。明治期に近代的

な作業様式として立働式が移植されたが、流しの高さ寸法については特に記されていなかった。その

後、明治後期から大正期にかけて具体的寸法が示されるようになり、大正期から昭和期にかけては人

間工学的な検証による数値が示され、最終的に近年の規格に至る変遷の様子を明らかにした。 
 
 
はじめに 
家庭用台所の流し台が現在のかたちに至るまでに

見られる変化で、最も大きなもののひとつに高さ寸

法があげられる。 
流しをはじめとする台所設備の高さについては、

これまで、明治期以降に座式（蹲式）から立式に変

化したことがいくつかの研究で報告されており１）、

本研究でも家事教科書の内容を通して、作業は立働

式に改めるよう推奨され、それがどのように変化し

ていったかを明らかにしたが２）、その具体的数値の

変化については扱われてこなかった。 
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現在「キッチン設備の寸法」は、JIS A 0017 および

ISO3055、ISO5731、ISO5732 により規格化され、ワー

クトップの高さは 800㎜、850 ㎜、900㎜、950㎜の

４種類となっている。座式から立式へ、そして戦後

のステンレス流しの大量生産へと続く流し台の高さ

寸法は、人間工学的観点から試行錯誤が繰り返され、

現在の規格に至っている。標準化・規格化が可能に

した利点については触れるまでもないが、台所設備

がどのようなプロセスを経て現在の標準寸法へと収

束していったのかという点を明らかにするため、本

稿では流しの高さに関する記述の変遷を分析した。 
著者らはこれまで、わが国における明治以降の台

所の変化について、文部省検定済家事教科書を基本

史料として記述の分析を報告してきた３）。家事教科

書は台所の様相、あるいは台所についての考え方が

記録された史料として蓄積に連続性があり、また子

女一般に与えた影響を考えると、家庭生活への普及

という観点からも重要な史料として位置づけられる。 
そこで本稿でも同様の手法によって、明治期から昭

和期にかけての流し台の高さに関する記述・図版を

纏め、考察を加えた。 
  
文章記述と数値の変化 
１）流しの高さに関する記述の変遷 
流し台、または他の設備と流し台が一体化された

キッチンのワークトップの「高さ」について、実際

に家事教科書中に記述された内容を抽出し、纏めた

ものが表１である。明治期の家事教科書では台所に

関する記述が極めて少なく、流しの高さについての

記述が初めて見られるのは 1911 (明治 4)年になって

からで、図版の掲載はなく、文章記述に限られている。 
流しの高さについて初めて具体的数値が示される

のは 1918 (大正 7)年の「應用家事教科書」４）である

が、それを除けば基本的に 1930 年前後になってから

記述されるようになっている。 
文章による記述をみていくと、戦前は一貫して「流

しは高くし」或は「立式」「立働式」に改めるように

推奨されている。1920 年代半ばから、「立働くに便

なるやう」「作業能率を増すため」といった表現で、 
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表１ 流しの高さに関する記述（続き） 
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表１ 流しの高さに関する記述  （続き） 

単に流しを高くするというだけでなく、それが効率

的によいものだという考え方が示されており、人間

工学的な考え方の導入が散見される。 
戦後はさらに人間工学的視点が強調され、標準寸

法や海外での動作研究・時間研究の紹介の掲載が見

られる。また、1950 年前後から 1970 年代には、日

本人（女子）の身長に対してどのような高さが適当

であるのか、といった検証が反映されている６）。1980
年代に入ると、キッチンの高さに関する啓蒙的記述

は殆ど見られなくなる。 
２）数値の変化 
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グラフ１ 流し台の高さ寸法の表記数値の変化 

西暦 

教科書上に明示された具体的数値を取り出し、そ

の変化をグラフ１に表した７）。 
 初めて具体的寸法が記述された 1918 (大正 7年)以
降、流し（キッチンのワークトップ）の高さ寸法を

概観すると、その範囲は 65cm～85cm である。1950 
(昭和 25)年の「住居」８）に見られる 68cmを除けば、

家事教科書に表された高さ寸法は上昇の一途と辿っ

ていることが分かる。戦前期は 72.5⇒75cm、その後

戦後になり 1960 年代半ばまで徐々に上昇し、1970
年前後には約 80cm、1970年代半ば以降になると「80
～85cm」と文章中でも記述が一定し、この記述は

1980年代まで続いている。以上を見ると、高さ寸法

の記述はいくつかの段階で変化しているのが分かる。

文章記述とも考え合わせると全体の変化は大きく３

段階で捉えることができる（グラフ中①～③）。①の

段階は作業能率の増進という考え方が導入され、②

で最も模索が盛んに行なわれた様子が確認できる。

さらに③の段階で近年の 80～85cm という高さ寸法

に収束したと捉えることができる９）。 
３）コンロ台等の他の周辺設備との関係 
さらに、流し台のトップの高さと、調理台、コン

ロ・七輪台等の周辺設備における作業面の高さの関

係に着目した 10)。下図 10・11 は 1920 年前後（大正

中期）に家事教科書で掲載され始めた最初期の図版

である。これらをみると、当初は流し、調理台、コ

ンロ・七輪台がバラバラに個々独立し、高さの関係

性はあまり見られないことが分かる。その後1927 (昭
和 2)年になると、流し台、調理

台、コンロ・七輪台における作

業面の高さを一定にするよう

な工夫が見られ、一体化された

台所設備が掲載されている。

（表１中・図１）その後の図版

でも同様の工夫が見られる図

版を確認できる。（表１中・図

２・３・５）文章記述では 1928 
(昭和 3)年以降、「作業面の高さ

を同一にし、…」というような

表現が見られるようになり、戦

前期を通して記述され続けて



 

いるが、戦後になると見られなくなる。戦後は「家

事労働の合理化」、「動作の標準化」等の考え方が盛

んに取り上げられたことを考慮すれば、作業面の高

さの統一という点は戦前期に一つの共通認識として

収束したものと推察される。 
 

図 1 ,11 立働式導入当初の台所の例 0 
（上：図10・開成館編輯所「大正家事教科書」開成館1917） 

（下：図11・石澤吉磨「家事新教科書 上巻」集成堂1921） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
おわりに   
以上、家事教科書における流しの高さ寸法の変遷

を明らかにした。明治後期以降、台所改変の主題と

して奨められた立働式は、当初は単に西洋の作業様

式のとして移植されたものであったが、その後、日

本人（女子）の身長に合うよう、また炊事作業が能

率的に進むように高さ寸法が検証されていた。記述

された寸法としては①戦前期は 72.5～75cm、②戦後

から 1970年前後に 80cmへ至るまで徐々に上昇、③

1970 年代半ば以降に 80～85cm へと収束するという

３つの変化の段階が見られた。以上の一連の寸法変

遷は、その後の標準寸法、規格化、工業生産や流通

などに大きな影響を与えたと考えられるのである。 
 
注   
1）北浦かほる、辻野増枝編著「台所空間学事典」彰
国社 2002、日本生活学会「台所の一〇〇年」1999、
山口昌伴「台所空間学」建築知識 1987ほか 
2）内田・須崎ほか「明治以降の家事教科書にみる
台所の設備と台所の平面形式の変遷に関する考察」
（日本の技術革新－経験蓄積と知識基盤化－2007
年度成果報告集）でその変化の概要を報告した。須
崎・内田ほか「家事教科書にみる家庭生活の近代化
－その１ 戦前期の台所改変の骨子となった二つの

主題と理想的モデル」（平成 20 年 生活文化史第 53
号）では、戦前期の台所に関する記述・啓蒙の変化
をより詳しく分析したものを発表した。本稿はさら
に具体的な視点として、流し台の高さ寸法の記載に
着目して分析をおこなった。なお、本稿は、「技術
革新が家庭生活に与えた影響に関する研究 －台
所を中心として－」の一環である。 
3）前掲論文 2）。戦前の史料についてはスペースの
関係上、前掲論文を参照されたい。以下は戦後分の
対象史料である。No.5 松平 友子, ほか「新編 家事
経理」1949、No.7野村 茂治「住居」中教出版 1950、
No.14 日本女子大学家庭科研究会「高校家庭 家庭の
経理１」実教 1956、No.16 日本女子大学家庭科研究
会「高校家庭経営」実教出版 1956、No.17 大河内一
男ほか「家庭経営（全）」教育図書 1956、No.19 奈良
女子大学家政学研究会「明かるい生活 家庭経営」学
芸出版社 1956、No.22江口 英一ほか「新しい生活 家
庭経営」清水書院 1962、No.27 松平友子ほか「家庭
経営 新訂版」中教出版 1967、No.30籠山京ほか「新
しい生活 家庭経営 改訂版」清水書院 1966、No.34
松平友子ほか「家庭経営 最新版」中教出版 1971、
No.37 田辺繁子ほか「家庭経営」教育図書 1972、No.39
奈良女子大学家政学会「新編 家庭経営」実教出版
1974、No.40青木茂ほか「新版 家庭経営」中教出版
1975、No.41 田辺 繁子ほか「改訂版 家庭経営」教
育図書 1977、No.49 青木志郎ほか「改訂版 家庭経
営・住居」教育図書 1986 
4）大江スミ子「應用家事教科書」寶文館 1918 
5）表中、No.XX で表される番号は史料番号で、便
宜上そのまま用いている。1944 年と 1949 年との間
の二重罫線は、戦前－戦後の区分を表す。備考など
の表記は、右欄<数値・参照図版等>に記載した。 
6）日本家政學會「日本家事教科書」大日本圖書 1930 
は、「流し臺と調理臺との高さは主婦の臍高より稍低
く造るのが作業上便利である。」と、戦前期で唯一、
人体との関係を具体的に示しており注目される。 
7）「80～85cm」というように、数値の範囲を定めて
表記されている場合は、その平均値とした。また尺
貫法による記述は、1寸＝約 3.03cmでメートル法に
換算した。 
8）野村茂治「住居」中教出版 1950 
9）JISでは 1959年に「JISS1004 家庭用炊事用具」と
して台所設備の規格化が行なわれ、これは 1972年に
廃止されている。また、1961年には「JISS1005鋼製
炊事用具」「JISS1006木製炊事用具」が制定されてい
るが、いずれも廃止され、1980 年に制定された「JIS 
A0017 キッチン設備の寸法」が現在まで続いている。
教科書中では 1967年には初めて JIS規格が記述され
（JIS1004）、1974年に JIS1005 が示されている。 
10）コンロ・七輪台の作業面の高さは、これらに乗
せる鍋等調理器具の大きさによって異なるため、正
確な値を扱えるわけではない。しかしながら、図版
や文章から、作業面の高さを同一にしようという意
図が読み取れるものに着目した。 
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